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第
七
十
回
全
日
制
・
第
六
十
二
回

定
時
制
卒
業
式
が
三
月
一
日
（
木
）

朝
夕
に
分
け
挙
行
さ
れ
た
。

　

笹
井
校
長
は
、
歴
史
小
説
家
・
司

馬
遼
太
郎
の
随
筆
「
21
世
紀
に
生
き

る
君
た
ち
へ
」
を
引
用
さ
れ
、「
変

化
が
激
し
い
こ
の
時
代
こ
そ
、
人
に

対
す
る
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
大
切

に
し
、
力
強
く
未
来
を
担
っ
て
欲
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
た
。

　

大
西
会
長
は
、
明
恵
上
人
の
「
あ

る
べ
き
よ
う
は
」
を
引
用
さ
れ
「
今

後
自
分
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
常
に

考
え
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
温
か
く

力
強
い
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
代
表
、
楠
間
久
美

さ
ん
の
答
辞
で
最
高
潮
を
迎
え
た
式

典
は
、
厳
粛
さ
と
清
々
し
い
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

  

平
成
三
十
年
度
入
学
式
は
、
四
月

六
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、
全
日
制
159

名
、
定
時
制
2
名
の
入
学
が
許
可
さ

れ
た
。
全
日
制
入
学
式
で
は
、
新
入

生
を
代
表
し
て
岩
本
和
真
君
が
「
耐

久
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

ち
、
何
事
に
も
精
一
杯
努
力
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
堂
々
と
し
た
宣

誓
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
対
面
式
で

は
、
生
徒
会
役
員
や
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
と
な
り
「
あ
い
さ
つ
マ

ナ
ー
指
導
」
と
「
校
歌
指
導
」
が
行

わ
れ
た
。
新
入
生
た
ち
は
耐
久
生
の

一
員
と
し
て
自
覚
あ
る
高
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

平
成
30
年
７
月
３
日
（
火
）
13
時
30
分
〜　

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
に
、

大
西
同
窓
会
長
と
笹
井
校
長
よ
り
、
激
励
金
と
と
も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ
ー
ル
が
贈

ら
れ
た
。
各
代
表
者
は
大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

 
 

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

•
全
国
高
校
総
体　

男
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス 

 

2
名

•
全
国
高
校
総
体　

女
子
・
シ
ン
グ
ル
ス 

 

1
名 

（
静
岡
県
）

○
空
手

•
全
国
高
校
総
体　

男
子
個
人　

形 
 

1
名 

（
岐
阜
県
）

○
マ
ン
ド
リ
ン

•
全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

27
名 

（
大
阪
府
）

•
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

27
名 

（
長
野
県
）

同窓会活動報告

卒業証書授与式（全日制・定時制）　
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
有田耐久会バスツアー
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長
耐久リバースを支援する会（本校）
耐久高校文化祭（一般公開）
耐久高校文化祭（全体鑑賞）
なぎの木の手入れ作業 …有田耐久会・本部役員
同窓会役員・学校歓迎会
会報編集委員会（本校）
全国大会出場クラブ激励金贈呈（本校）
県同窓会連絡協議会総会（アバローム紀の国）
会報編集委員会（本校）

卒業証書授与式（全日制・定時制）　
本部・有田耐久会合同役員会（本校）　
有田耐久会バスツアー
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長
耐久リバースを支援する会（本校）
耐久高校文化祭（一般公開）
耐久高校文化祭（全体鑑賞）
なぎの木の手入れ作業 …有田耐久会・本部役員
同窓会役員・学校歓迎会
会報編集委員会（本校）
全国大会出場クラブ激励金贈呈（本校）
県同窓会連絡協議会総会（アバローム紀の国）
会報編集委員会（本校）

2018（Ｈ30）年
1
16
20
27

29
14
15
17
22
25
 3
 7
22

3．
　5．

 
  

6．

　

　7.

  8.

卒業式

対面式

平
成
29
年
度
卒
業
式
・
平
成
30
年
度
入
学
式

平
成
30
年
度　

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
激
励
金 

贈
呈

支
部
連
絡
先

 和歌山耐久会 
会　長　田　辺　善　彦
〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2

田辺法律事務所
Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
会　長　地　引　民　子
幹事長　宮　崎　裕　子

〒563-0017  大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/
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本
年
度
、
前
任
の
県
立
紀
の
川
高
等

学
校
（
定
時
制
・
通
信
制
高
校
）
か

ら
耐
久
高
等
学
校
全
日
制
教
頭
に
着

任
し
ま
し
た
。
新
任
式
で
は
、
生
徒

た
ち
の
態
度
、
話
を
聞
く
姿
勢
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、「
耐
久
高

校
の
教
職
員
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
と

思
い
を
共
有
し
、
よ
り
良
い
学
校
づ

く
り
に
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
平
成
27
年
度
か

ら
、
学
校
再
生
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
わ
ず
か
３
年
し
か
経
過
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
入
学
後
の
初
期
指
導
に
力

を
入
れ
た
結
果
、
生
徒
た
ち
の
基
礎

学
力
は
向
上
し
、
進
路
実
績
も
大
き

く
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
成
果
が
地
域
中
学
生
の
進

路
選
択
の
際
の
プ
ラ
ス
要
因
と
な
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
現

実
も
あ
り
ま
す
。
本
年
４
月
か
ら
は
、

地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
加

え
、
中
学
生
に
も
目
標
と
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら

な
る
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

赴
任
し
て
わ
ず
か
４
ヶ
月
で
す
が
、

多
く
の
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
お
目

に
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、先
日
に
は
、

理
数
科
最
終
学
年
の
卒
業
生
の
方
と

思
い
が
け
ず
お
話
を
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
に
共
通
す

る
思
い
を
形
に
で
き
る
よ
う
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
力
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
有
田
中
央

高
等
学
校
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し

た
玉
置
真
で
す
。
引
き
続
き
有
田
の

地
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

  

先
日
、
文
化
庁
に
よ
る
平
成
三
十
年

度
の
日
本
遺
産
に
、「
百
世
の
安
堵
」

〜
津
波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広

川
の
防
災
遺
産
〜
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
益
々
当
地
域
の
認
知
度
が
高
ま

り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

が
更
に
図
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
日
本
遺
産
の
中
核
を
な
す
「
広

村
堤
防
」
を
築
か
れ
た
濱
口
梧
陵
翁

ら
が
前
身
の
「
稽
古
場
」
を
創
設
さ

れ
て
か
ら
、
耐
久
高
等
学
校
は
本
年
で

１
６
６
年
を
数
え
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

耐
久
高
等
学
校
は
、
学
校
再
生
改
革

で
あ
る
耐
久
リ
バ
ー
ス
等
に
よ
り
、
充

実
発
展
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
か

ら
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

本
校
の
更
な
る
進
化
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

  

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
に
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
本

校
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

６
月
14
日
に
耐
久
高
校
文
化
祭
が
広

く
地
域
に
一
般
公
開
さ
れ
、
同
窓
会
役

員
5
名
で
母
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
正
面
玄
関
に
飾
ら
れ
た
風

船
や
ド
ラ
え
も
ん
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
な

ど
の
か
わ
い
い
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に

体
育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
2
年
生
各

ク
ラ
ス
の
創
作
し
た
笑
い
満
載
の
劇
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
書
道
部
や

美
術
部
な
ど
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

季
節
の
花
を
活
け
た
華
道
の
作
品
を
展

示
し
た
お
茶
席
で
は
、
お
手
前
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
お
い
し
い
お
菓
子
と
お

抹
茶
で
〝
ほ
っ
と
〞
一
息
つ
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
3
年
生
の
模
擬
店
で
お
い
し

い
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

防
犯
対
策
に
も
万
全
を
期
し
て
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
。
各
学
年
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
展
示
や
舞

台
演
技
、
模
擬

店
、
文
化
ク
ラ

ブ
の
活
動
の
一

端
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
い
、
力

作
・
熱
演
・
奮

闘
ぶ
り
に
心
を

熱
く
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
長

大
西　

義
弘

・
戸
川
し
を
り　

教
頭

　
　
　
　

↓ 

日
高
高
校
教
頭

・
田
村　

修
二　

事
務
長

　
　
　
　

↓ 

退
職

― 

職
員
人
事
異
動 

―

全
日
制
教
頭    

川
久
保　

尚 

志

事
務
長    
玉　

置　
　

真

文
化
祭
一
般
公
開
に
参
加
し
て

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

母校への、ご理解とご支援を！

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元
下　出　　優

（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

読売I.C.湯浅
池 辺 正 晴（高15期）
湯浅町港区2 8 9 4

TEL 63－2696  FAX 63－3517

畑　中　一　伸｝ 10
分
仕
上

湯浅町湯浅 オークワ湯浅店内
TEL 0737-63-2170
スーパーオークワ有田川店内
TEL 0737-52-7808

成人式
同窓会

超高画質フジカラー
純正デジカメプリント

記念写真

速くてキレイな仕上がり
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濱
口
梧
陵
翁
の
生
誕
二
百
年
が
間
近
と
い

う
。

　

そ
の
翁
の
人
生
は
、
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）、六
十
五
歳
で
閉
じ
ら
れ
た
が
、

今
そ
の
名
声
が
高
ま
り
、「
防
災
の
濱
口
」「
津

波
の
濱
口
」
と
し
て
世
界
に
賞
賛
さ
れ
、
安

政
の
津
波
で
梧
陵
翁
が
活
躍
し
た
「
十
一
月

五
日
」
を
「
世
界
津
波
の
日
」
と
し
て
国
連

で
承
認
さ
れ
る
。

　

耐
久
高
校
同
窓
会
と
し
て
も
、
創
立
者
が

こ
の
様
に
世
界
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
何

よ
り
の
喜
び
で
あ
り
、
慶
事
で
あ
る
。

　

翁
の
業
績
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
人
が
い

る
。

　

そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
、
親
日
家
で
「
小
泉
八
雲
」
と
も
称

し
た
。

　

翁
、
没
後
十
年
余
の
明
治
二
十
九
年
六
月

十
五
日
午
後
八
時
半
ご
ろ
、
明
治
三
陸
大
津

波
が
発
生
、
死
者
は
お
よ
そ
二
万
二
千
人
。

平
成
の
東
北
大
震
災
と
変
わ
ら
ぬ
大
惨
事
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
、「
夜
間
で
照
明
も
な
く
、

被
害
は
止
む
を
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
世
評

が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
大
阪
毎
日
新

聞
は
、「
暗
闇
の
中
で
の
避
難
に
は
燈
火
は

必
要
で
あ
る
が
、
今
一
つ
咄
嗟
の
工
夫
が
大

事
で
あ
る
。こ
の
大
津
波
よ
り
四
十
二
年
前
、

紀
州
沿
岸
が
安
政
の
大
津
波
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
が
、
そ
の
時
、
広
村
の
濱
口
儀
兵

衛
は
田
園
に
積
み
お
り
し
幾
つ
か
の
稲
む
ら

に
火
を
放
ち
、
暗
闇
に
戸
惑
う
村
人
に
避
難

す
べ
き
道
を
示
し
、
多
く
の
村
人
が
高
台
に

辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
」
と
報
じ
た
。

　

当
時
、
東
京
に
滞
在
中
の
小
泉
八
雲
は
、

早
速
こ
の
安
政
の
津
波
の
事
例
を
調
査
し
、

脚
色
も
加
え
て
『
ア
・
リ
ビ
ン
グ
ゴ
ッ
ド
（
生

け
る
神
）』
と
題
し
て
、
米
国
の
代
表
的
雑

誌
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ン
ス
リ
ー
」

（
一
八
九
六
年
十
二
月
号
）
に
英
語
で
発
表

し
た
。
英
語
圏
の
人
々
は
勿
論
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
佛
語
に
訳
さ
れ
教
科
書
な
ど
に
掲
載
、

「
ハ
マ
グ
チ
」
と
「
ツ
ナ
ミ
」
の
日
本
語
は
、

世
界
諸
国
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。

　

翁
の
死
後
の
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六

年
）、
翁
の
末
子
濱
口
担
（
一
八
七
三
〜

一
九
三
九
）
が
母
校
の
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
に
招
か
れ
「
日
本
の
女
性
」
と
い
う
題

で
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
も
終
わ
り
聴
衆
の

質
問
も
終
わ
っ
た
時
、
一
人
の
若
い
女
性
が

立
ち
上
が
り
、「
講
演
の
内
容
と
は
直
接
関

わ
り
が
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
今
、
私
は

一
つ
の
問
題
に
と
ら
わ
れ
て
胸
が
い
っ
ぱ
い

な
の
で
す
」
と
断
り
な
が
ら
、「
そ
れ
は
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
『
生
け
る
神
』
を

読
み
、
極
東
に
日
本
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
と
同

じ
島
国
の
あ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
そ
の

紀
州
沿
岸
を
大
津
波
が
襲
来
し
た
時
、
身
を

も
っ
て
村
民
を
救
っ
た
濱
口
五
兵
衛
（
儀
兵

衛
）
の
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
濱

口
の
仁
勇
に
表
現
で
き
な
い
程
の
深
い
感
動

を
覚
え
、
そ
の
後
一
日
た
り
と
も
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
か
く
ま
で
濱
口
の
名
に

憧
れ
て
い
る
者
で
す
の
で
、
今
日
の
講
演
者

の
濱
口
さ
ん
と
い
う
名
前
に
感
興
を
催
さ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
講
演
さ
れ
た
濱
口
さ
ん

と
私
の
崇
拝
す
る
濱
口
と
の
間
に
何
の
関
係

も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、
是
非
そ
れ
を
伺
わ

せ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
着
席
し
た
。
衆
目

は
期
せ
ず
し
て
壇
上
の
講
演
者
に
集
ま
っ

た
。
担
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
で
父
の
話
が

出
よ
う
と
は
と
、
夢
の
よ
う
で
あ
り
、
今
更

な
が
ら
亡
き
父
の
偉
大
さ
と
懐
か
し
さ
に
感

極
ま
っ
て
一
言
も
発
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

　

不
思
議
に
思
っ
た
司
会
者
が
担
に
近
付

き
、
無
言
の
事
由
を
訊
ね
た
。

　

担
は
「
遠
い
イ
ギ
リ
ス
ま
で
来
て
、
父
の

話
が
出
よ
う
と
は
…
…
。
そ
の
た
め
絶
句
し

て
し
ま
っ
た
」
と
司
会
者
に
告
げ
た
。
司
会

者
は
担
の
気
持
ち
を
会
場
の
人
々
に
伝
え

た
。

　

す
る
と
、
拍
手
と
歓
呼
が
万
雷
の
轟
き
の

よ
う
に
会
場
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

　

か
つ
て
こ
の
会
場
で
、
こ
の
よ
う
な
感
動

に
満
ち
た
場
面
は
空
前
で
あ
り
絶
後
か
も
知

れ
な
い
と
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
文
章
が

結
ん
で
い
る
。

垣　

内　
　
　

貞
（
旧
中
39
期
）

「
濱
口
梧
陵
翁
の
偉
業
を
偲
ぶ
」

濱
口
梧
陵
生
誕
二
〇
〇
年 

記
念
特
集 

＝ 

そ
の
一 

＝

　

二
〇
二
〇
年
六
月
十
五
日

―
濱
口
梧
陵
翁
生
誕
二
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
（
本
部
・
有
田
）
で
は
梧
陵
生
誕
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
記
念
事
業
等
の
企

画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
窓
会
報
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
梧
陵
翁
の
偉
業
を
よ
り
周
知
し
て
も
ら
う
べ
く
、「
梧

陵
生
誕
二
〇
〇
年 

記
念
特
集
」
を
今
回
よ
り
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
回
は
、
濱

口
梧
陵
に
造
詣
が
深
く
梧
陵
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
垣
内
貞
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
号
か
ら
も
続
く
こ
の
「
特
集
」
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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な
お
、
担
氏
は
、
帰
国
後
、
衆
議
院
議
員

を
何
期
か
務
め
ら
れ
、
耐
久
創
立
七
〇
周
年

記
念
式
典
の
折
は
、『
立
校
の
精
神
』
と
題

し
て
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

翁
の
幼
少
期
、
最
も
そ
の
育
成
に
努
力
し

た
の
は
、
翁
の
祖
父
五
代
濱
口
儀ぎ

へ

い
兵
衛
・
灌か

ん

圃ぽ

で
あ
る
。
翁
は
こ
の
祖
父
の
立
居
振
舞
い

を
身
近
に
感
じ
て
、
自
然
と
身
に
つ
い
た
部

分
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
翁
の
父
、
七し

ち

右え

衛

門も
ん

は
灌
圃
の
二
男
で
あ
る
が
、
翁
の
生
誕
、

間
も
な
く
二
十
三
歳
で
死
去
。
そ
れ
だ
け
に

灌
圃
に
と
っ
て
は
、
初
孫
で
あ
り
、
こ
の
孫

の
養
育
に
意
を
注
ぐ
。
幼
少
か
ら
英
明
で

あ
っ
た
翁
は
、
祖
父
の
厳
し
い
躾
や
学
問
、

さ
ら
に
は
剣
道
・
杖

ち
よ
う
ど
う道

等
に
も
力
を
発
揮
す

る
。
初
孫
を
愛
情
を
持
っ
て
厳
し
く
観
察
し

て
い
た
灌
圃
は
、
六
代
儀
兵
衛
に
子
の
な
い

事
情
も
あ
り
、
翁
十
二
歳
の
時
、
本
家
に
入

ら
せ
名
を
儀ぎ

た太
と
改
め
さ
せ
る
。
本
家
の
後

継
者
と
し
て
ま
た
商
人
と
し
て
「
書
」
が
大

事
と
、
栖
原
村
の
垣
内
乙お

つ
ざ
ん山

に
学
ば
せ
、
翁

は
銚
子
に
赴
任
し
て
か
ら
も
通
信
で
指
導
を

受
け
た
と
い
う
。

　

幼
少
期
の
翁
の
生
育
に
関
わ
っ
た
五
代
濱

口
儀
兵
衛
・
灌
圃
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
の
か
。

　

灌
圃
は
、
銚
子
「
ヤ
マ
サ
醤
油
」
の
五
代

主
人
と
し
て
、
醤
油
の
量
産
と
醤
油
販
売
に

よ
り
江
戸
で
得
た
利
潤
を
金
融
な
ど
に
廻
し

資
産
を
運
用
す
る
。
さ
ら
に
銚
子
と
江
戸
に

支
配
人
を
置
き
、
商
業
の
万
全
を
期
し
、
そ

の
結
果
、
ヤ
マ
サ
醤
油
は
順
調
に
発
展
し
て

ゆ
く
。
ま
た
教
養
人
で
あ
っ
た
灌
圃
は
、
絵

画
を
好
み
、
紀
州
藩
士
で
全
国
的
に
著
名
な

野の

ろ呂
介か

い
せ
き石

に
師
事
し
た
。
介
石
は
藩
士
辞
任

後
、
よ
く
広
村
の
濱
口
邸
に
滞
在
し
、
灌
圃

や
湯
浅
の
平
林
無む

方ほ
う

を
指
導
し
た
。
灌
圃
、

無
方
の
二
人
は
介
石
の
高
弟
「
五
俊
の
一

人
」
と
評
価
さ
れ
、
今
も
県
立
和
歌
山
博
物

館
に
二
人
の
絵
画
や
師
介
石
の
山
水
画
が
保

存
さ
れ
、
時
々
一
般
公
開
も
さ
れ
る
。
こ
の

様
に
、
翁
の
祖
父
は
高
い
教
養
の
持
ち
主
で

も
あ
り
、
梧
陵
翁
に
は
色
々
の
面
で
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

　

梧
陵
翁
も
名
筆
家
で
あ
っ
た
。
私
の
恩
師

籠か
ご
た
に谷

輝
夫
氏
よ
り
頂
い
た
書
面
（
梧
陵
翁

十
三
歳
時
の
直
筆
の
賀
状
）
を
紹
介
す
る
。

（
尚
、
こ
の
書
面
は
、
現
在
湯
浅
町
教
育
委

員
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。）

　

梧
陵
翁
は
、
幕
末
か
ら
維
新
さ
ら
に
明
治

へ
と
い
う
激
動
の
中
、「
稲
む
ら
の
火
」
を

掲
げ
人
々
を
導
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

幼
少
期
よ
り
祖
父
の
薫
陶
を
受
け
、
自
己

を
磨
く
努
力
を
欠
か
さ
ず
、
時
代
を
先
取
り

す
る
炯
眼
と
、
庶
民
の
苦
し
み
を
己
の
苦
し

み
と
受
け
取
る
慈
愛
に
満
ち
た
人
で
、
そ
の

高
邁
な
精
神
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

翁
の
寄
贈
し
た
種
痘
研
究
所
の
設
立
は
東

京
大
学
医
学
部
に
連
な
り
、
さ
ら
に
医
学
面

で
遅
れ
て
い
た
有
田
に
「
那
耆
病
院
」
を
私

費
で
設
立
し
た
の
も
梧
陵
翁
で
あ
る
。
そ
し

て
「
百
年
の
ふ
る
里
を
護
る
」
と
緻
密
な
計

画
で
完
成
し
た
「
広
村
堤
防
」。
若
き
者
た

ち
の
学
問
に
意
を
も
ち
い
た
創
立
の
「
耐
久

社
」。
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
偉
業
の
数
々

で
あ
る
。

　

こ
の
度
は
、
そ
の
一
部
の
紹
介
で
拙
い
文

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

垣
内　

貞
（
か
き
う
ち 

た
だ
し
）

　

旧
制
耐
久
中
学
39
期
生

　

昭
和
３
年
12
月
生
ま
れ

　

湯
浅
町
別
所
在
住

　

昭
和
63
年
湯
浅
小
学
校
校
長
を
最
後
に

退
職
。
教
職
歴
40
有
余
年
。

　

以
後
、
文
化
財
の
研
究
に
没
頭
。
特
に

熊
野
古
道
関
連
を
中
心
と
し
た
著
書
が

多
い
。

 

・
元
湯
浅
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

 

・
前
湯
浅
町
教
育
委
員
会
教
育
長

   

少
年
儀
太
の
銚
子
か
ら
紀
州
湯
浅
の
母
方

の
叔
父
へ
の
年
賀
状
で
、「
広
屋
」
は
濱
口

家
の
屋
号
で
あ
る
。

　

差
し
出
し
年
が
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
天

保
五
年 

（
一
八
三
四
）
五
月
に
は
元
服
し
て

儀
太
郎
と
改
名
し
て
い
る
か
ら
、そ
れ
以
前
、

多
分
天
保
五
年
正
月
の
賀
状
と
思
わ
れ
る
。

則
ち
年
齢
十
三
才
六
ヶ
月
、
今
の
中
学
生
の

頃
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
筆
勢
と
い
い
、
叔
父
の

姓
の
「
籠
」
な
ど
は
、
異
体
字
の
「
朧
」
を

使
っ
て
お
り
、
学
問
の
深
さ
や
探
究
心
の
旺

盛
さ
が
滲
み
出
て
い
る
。

　
「
祖
父
の
『
書
』
を
学
べ
」
の
奨
に
応
じ

た
も
の
で
あ
る
が
、
梧
陵
は
既
に
少
年
期
よ

り
、
卓
越
し
た
能
力
と
、
更
に
、
そ
れ
を
磨

こ
う
と
す
る
積
極
性
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
書
面
で
も
あ
る
。

　

梧
陵
自
筆
の
賀
状　

解
説

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）
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会
員
の
親
睦
に
と
始
ま
っ
た
二
年
に
一
度

の
バ
ス
ツ
ア
ー
。
今
回
は
28
名
の
参
加
で
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
一
日
を
存
分
に
楽
し
ん
で

来
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、

暑
く
も
寒
く
も
な
く
行
楽
日
和
の
一
日
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
大
阪
、
そ
れ
も
こ
て
こ
て
の

大
阪
や
ん
。

　

ま
ず
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
で
行
く
大
阪
ク

ル
ー
ズ
。
大
阪
城
港
を
午
前
10
時
に
出
港
。

船
か
ら
陸
を
見
上
げ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
桜

の
樹
は
新
緑
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
船
の
揺

れ
に
身
を
任
せ
、
心
地
よ
い
風
に
当
た
り
、

何
と
も
言
え
ぬ
の
ど
か
な
気
分
に
。
日
曜
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
街
を
ゆ
く
人
々
も
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

方
向
へ
。
思
っ
た
こ
と
は
「
桜
満
開
の
頃
に
、

ま
た
こ
こ
に
弁
当
で
も
持
っ
て
来
て
、
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
ク
ル
ー
ズ
し
た
ら
最
高
だ

ろ
う
な
あ
」
と
い
う
こ
と
。
一
時
間

あ
ま
り
の
間
、
命
の
せ
ん
た
く
の
で

き
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

次
は
ホ
テ
ル
阪
神
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
。
の
ど
か
だ
っ
た
ク
ル
ー
ズ
と
打
っ
て
変

わ
り
、
目
の
色
変
え
て
食
べ
物
を
ゲ
ッ
ト
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
頂
き
気
分
良
く
満
腹
に
。
仕

上
げ
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ま
で
頂
き
、
ほ
ぼ

で
き
あ
が
り
状
態
に
!!

　

少
し
休
憩
し
て
か
ら
大
阪
城
内
散
策
に
出

発
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
が
す
ご
い
。
一

気
に
引
き
込
ま
れ
時
代
は
戦
国
時
代
へ
。
豊

臣
と
徳
川
の
攻
防
の
歴
史
が
目
前
に
せ
ま
る

よ
う
な
迫
力
に
感
心
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
発

見
し
た
の
は
、
大
阪
城
は
二
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
。
初
め
て
造
っ
た
の
は
豊
臣
秀
吉
。
で

も
そ
の
攻
略
に
と
て
も
苦
労
し
た
徳
川
家
康

は
、
見
事
な
ま
で
に
秀
吉
の
大
阪
城
を
消
し

去
り
、
そ
の
上
に
今
あ
る
大
阪
城
を
再
築
。

か
す
か
に
面
影
が
残
る
の
は
井
戸
の
下
で
見

つ
か
っ
た
秀
吉
時
代
の
石
垣
の
み
。
戦
国
時

代
の
戦
の
す
さ
ま
じ
さ
と
、
勝
者
の
執
念
の

す
ご
さ
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

時
代
絵
巻
の
あ
と
は
、
今
、
外
国
人
に
大

人
気
の
黒
門
市
場
の
食
べ
歩
き
へ
。
評
判
通

り
約
８
割
は
外
人
さ
ん
で
、
色
ん
な
言
葉
が

飛
び
交
う
中
、
店
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
私

に
は
ど
れ
も
こ
れ
も
値
段
が
高
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
実
際
に

食
べ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
来
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

帰
路
、
色
ん
な
思
い
が
交
錯
す
る
中
、
歴

史
の
重
み
と
現
在
の
世
相
を
感
じ
、
有
意
義

で
と
て
も
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
こ
と
に
満
足

し
ま
し
た
。
次
回
こ
そ
は
、
是
非
皆
さ
ん
思

い
切
っ
て
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

有
田
耐
久
会
副
会
長　

山
﨑　

佳
彦
（
高
22
期
）

　

6
月
中
旬
、「
な
ぎ
の
木
」
の
手
入

れ
を
し
ま
し
た
。
広
村
堤
防
緑
地
に
20

㎝
ほ
ど
の
苗
木
を
植
え
て
も
う
４
年
た

ち
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
大
人
の
背
丈

ほ
ど
ま
で
伸
び
、
周
り
の
木
々
の
仲
間

入
り
を
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の
施

肥
、
夏
場
の
水
や
り
な
ど
手
入
れ
を
し

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
広
村
堤
防
が
日
本
遺
産
の
一

つ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
後
、
梧

陵
翁
の
生
誕
２
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
手
入
れ
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

有
田
耐
久
会
会
長　

和
泉
保
廣

　同窓会事務局のホームページ変更に伴い、ネットで同窓会
報をご覧いただく事が出来るようになりました。
　会報の存在を、全同窓生の皆様にお知らせする事が困難な
ため、ホームページをご覧になった方からの口コミやＳＮＳ
などにより、多くの同窓生の方にお知らせいただければ幸い
です。

　同窓会事務局ホームページ
　 ＵＲＬ　http://taikyukai.net/
　 メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed.jp

同窓会報をホームページに掲載

有
田
耐
久
会
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
紀
行

有
田
耐
久
会

こ
れ
ま
で
手
入
れ
あ
り
が
と
う

ei-kobata@kbts.jp

メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp

〒641-0036 和歌山市西浜875－2  定休日（土・日・祝）

0120－54－8686
お問合せ受付時間11：00～18：00
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関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
が

5
月
27
日
に
定
例
会
場
と
な
っ
て

い
る
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池

袋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
西
同
窓
会
長
、
田
辺
和

歌
山
会
長
、
和
泉
有
田
会
長
、
鈴

木
関
西
副
会
長
、
笹
井
校
長
、
上

山
湯
浅
町
長
を

迎
え
、
総
勢
49
名

に
て
の
開
催
で

し
た
。

　

受
付
付
近
で

は
1
年
ぶ
り
の
再
会
で
、
同
窓
が

和
や
か
に
肩
を
た
た
き
な
が
ら
大

混
雑
。
受
付
担
当
者
は
早
く
席
へ

と
誘
導
を
催
促
、
受
付
担
当
の
若

手
（
と
は
い
え
還
暦
す
ぎ
た
同
窓

生
で
す
が
）
は
右
往
左
往
で
し
た
。

　

総
会
は
校
歌
斉
唱
、
大
野
会
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
前
年
度

の
活
動
報
告
、
本
年
度
の
活
動

計
画
、
特
に
今
年
度
は
役
員
の

改
選
も
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致

で
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
を

受
け
新
会
長

の
林
紀
男
会

長
（
36
年
卒
）

が
就
任
挨
拶

を
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
日

伊
協
会
常
務

理
事
宮
本
進

様
よ
り
「
商

社
マ
ン
と
し

て
の
イ
タ
リ

ア
駐
在
の
楽

し
さ
、
体
験
談
」
の
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
懇
親
会
に
入
り
和

歌
山
よ
り
の
「
な
れ
ず
し
」
も
テ

ー
ブ
ル
に
あ
り
、
年
次
別
の
テ
ー

ブ
ル
で
は
ミ
ニ
同
期
会
が
和
や
か

に
開
催
さ
れ
、
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
、
集
ま
り
の
輪
が
あ
ち
こ
ち
で

で
き
有
田
弁
が
飛
び
交
う
状
況
で

し
た
。

　

最
後
の
集
合
写
真
で
は　

長
幼

の
序
と
し
て
前
列
を
誘
導
す
る
も

の
の
、
後
列
を
目
指
す
同
窓
も
お

ら
れ
、
カ
メ
ラ
マ
ン
も
苦
労
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

副
会
長　

宮
井　

義
和
（
高
25
期
）

　

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
、
第
１
回
和
歌
山
県
予
選
に

出
場
し
ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
初
戦
は
歴
史
と
伝
統
あ
る
和
中
―
桐

蔭
チ
ー
ム
。
５
点
先
制
さ
れ
苦
し
い
展
開
と
な
り
ま

し
た
が
、
後
半
勝
負
と
の
予
想
通
り
ホ
ー
ム
ラ
ン
２

本
と
長
短
打
を
絡
め
11
対
７
で
大
逆
転
勝
利
。

　

２
試
合
目
は
那
賀
高
校
チ
ー
ム
と
の
対
戦
。
１
点

を
争
う
試
合
展
開
で
最
終
回
に
逆
転
を
許
し
ま
し
た

が
、
そ
の
裏
、３
得
点
し
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
甲
子
園
に
初
出
場
し

た
メ
ン
バ
ー
を
集
め
た
日
高
中
津
と
の
試
合
。
最
終

回
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
制
で
延

長
戦
を
戦
い
ま
し

た
が
惜
し
く
も
８

対
９
で
敗
れ
ま
し

た
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
甲

子
園
で
の
Ｏ
Ｂ
会

の
活
躍
が
現
役
選

手
の
刺
激
と
な

り
、
１
９
０
５
年

創
部
の
伝
統
あ
る

本
校
硬
式
野
球
部

の
『
甲
子
園
出
場
』

の
夢
が
叶
う
よ
う
、

今
後
と
も
Ｏ
Ｂ
会

は
現
役
選
手
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

硬
式
野
球
部

Ｏ
Ｂ
会
長

　

北
部　

信
之

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ

マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
予
選
３
位

関西耐久会総会のご案内
１　日　　時
　平成30年10月7日（日）11:00～15:30
　受　付　10：30開始
　総　会　11：00～11：30
　講演会　11：30～12：30
　　演題：「Hero of Japan ～私が遭遇した世界の濱口梧陵～」
　　講師：薮添 泰弘 氏
　　　　元耐久高等学校校長　現和歌山外国語専門学校学園長

　懇親会　12：40～15：30
歌手 寺本圭佑さん ( 日本クラウン所属）のプロの歌声や飛び
入り参加も大歓迎！　毎年大好評の故郷の味覚も登場、販売。

２　場　　所
　アートホテル大阪ベイタワー４Ｆ（旧ホテル大阪ベイタワー）
　大阪市港区弁天 1-2-1（ORC200 内）℡ 06-6577-1111

３　会　費　8,000 円
４　締め切り　平成３０年９月８日（土）  
５　問い合わせ・申し込み先　各期の幹事
　または 関西耐久会幹事長　宮崎裕子（高校31期）
　TEL 080-2434-6893   E-mail:mikannoheta68＠docomo.co.jp

関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

関
東
耐
久
会
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平
成
30
年
２
月
11
日
、
三
連
休
の
中
日

に
、
昭
和
61
年
卒
業
生
同
窓
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

耐
久
高
校
同
窓
会
で
は
、
毎
年
50
歳
を

迎
え
る
卒
業
生
に
学
年
同
窓
会
の
開
催
を

推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
話
が

進
ま
ず
頓
挫
し
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、

年
末
に
幹
事
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
湯

田
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た
だ
き
、
急
遽
、

同
窓
会
を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
動

き
出
し
て
か
ら
は
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
準
備
が
進
み
ま
し

た
。
幹
事
の
一
人
一
人
も
持
ち
味
を
発
揮

し
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
幹

事
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

案
内
状
に
つ
き
ま
し
て
は
本
校
同
窓
会
の

支
援
制
度
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

同
窓
会
ま
で
２
ヶ
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
返
信
が
気
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
心
配
も
杞
憂
に
終
わ
り
、
１
５
０

名
を
超
え
る
出
席
者
、
返
信
に
至
っ
て
は

３
３
０
名
を
超
え
、
幹
事
一
同
胸
を
な
で

下
ろ
し
ま
し
た
。
ま
た
お
忙
し
い
中
、
６

名
の
恩
師
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
日
は
記
念
写
真
の
撮
影
後
、

同
窓
会
場
に
移
り
、
高
垣
幹
事
長
の
開
会

の
挨
拶
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
恩

師
を
代
表
し
て
吉
田
先
生
の
ご
挨
拶
、
吉

松
先
生
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
、
同
窓

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
自
分
た
ち
が
知
ら
な
か

っ
た
卒
業
記
念
品
の
話
や
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
に
遭
遇
し
た
話
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
る

話
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
の
た
め
に
高
垣
君
が
制
作
し
た
思

い
出
の
写
真
集
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
ア
ッ
プ

し
、
当
時
の
流
行
曲
と
と
も
に
会
場
の
全

員
が
32
年
前
に
一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
高
校
生
活

の
様
子
も
上
映
さ
れ
、
脈
々
と
続
く
耐
久

魂
を
感
じ
感
慨
に
浸
り
ま
し
た
。
続
い
て

和
田
さ
ん
、
田
中
の
司
会
に
よ
る
ク
イ
ズ

大
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
途
中
、
大
岡

裁
き
な
ら
ぬ
、
見
事
な
藪
添
裁
き
も
あ
り
、

高
レ
ベ
ル
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
全
員
で
校
歌
斉
唱
、
湯
田
幹
事

の
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

二
次
会
も
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
、
６
名

の
恩
師
も
残
っ
て
い
た
だ
き
、
約
６
時
間

に
わ
た
る
宴
が
続
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
の
名
残
惜
し
い
様
子
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

私
自
身
、
耐
久
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
感
じ
、
み
な
さ
ん
と
同
じ

学
年
で
あ
る
こ
と
、
友
人
で
あ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
至
ら
ぬ
こ

と
も
多
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
幹
事

と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。「
５
年
後
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
」

＊
な
お
、
残
金
の
７
４
、１
９
６
円
に
つ
き

ま
し
て
は
本
校
同
窓
会
に
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

幹
事　
　

田
中　

圭

情
報
ボ
ッ
ク
ス

組織強化支援事業
平成17年度より毎年
①卒業後4年を経過した学年
②50歳になられた学年
これら2学年を対象に同窓会開催を呼びかけ
支援（案内状に対する経費負担等）を行うも
ので、毎年大変喜ばれております。

次はあなた達の番です!

・高67期（平成27年3月卒業）
　　　　　　と
・高39期（昭和62年3月卒業）

　上記、期の幹事・世話人の方には今から計画・準備を
お願いします。すばらしい集会を演出して下さい。

高38期

第
三
十
八
期
同
窓
会

組織強化支援活動

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

湯浅町駅前通商店街 TEL 62－3135

上 山 哲 司（高28期）

ドンキー

coffee & restaurant

ながたに歯科
医療法人 若葉会

長谷晋作（高33期）

湯浅町湯浅1456-8
休診日：木、土午後・日・祝日

TEL：0737-63-4182
ヨ イ ハ  ニ 代表取締役社長 中井賢次 （高22期）

〒643-0004 有田郡湯浅町湯浅2512
電話：0737-62-4131

株式会社 中 井 組
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快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
20
日
、
横
浜
中
華
街
の
「
華
正
楼
」
で

恒
例
の
集
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
者
10
名
と
例
年
よ
り
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
ご

家
族
同
伴
で
出
て
下
さ
っ
た
方
も
お
ら
れ
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な

形
で
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

冒
頭
、
北
村
君
の
発
声
で
乾
杯
、
歓
談
の
場
と
な
り
ま
し
た

が
、
80
才
前
半
に
さ
し
か
か
っ
た
私
達
も
す
っ
か
り
歳
を
忘
れ
、

高
校
時
代
に
舞
い
戻
り
、
一
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。
次
い
で
各
人
の
近
況
報
告
に
入
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
、

健
康
に
つ
い
て
の
話
題
が
目
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
病
を
見

事
克
服
さ
れ
た
方
々
、
あ
る
い
は
現
在
辛
い
体
調
と
懸
命
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
お
話
は
、
私
達
全
員
に
多
く
の
感
銘
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
又
、
バ
レ
ー
、
ダ
ン
ス
、

囲
碁
、
謡
曲
、
写
真
、
旅
行
等
々
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気

で
生
き
て
ゆ
く
為
の
貴
重
な
話
題
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
詩
吟
や
謡
曲
の
披
露
も
あ
っ
て
、
会
は
一
層
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後

に
皆
で
校
歌
を
斉
唱
、
記
念
写
真
に
納
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
近
く
の
「
港
の
見
え
る
丘
公
園
」
ま
で
移
動
、
横
浜

港
を
一
眺
、
満
開
の
バ
ラ
は
じ
め
数
々
の
草
花
咲
き
乱
れ
る
園
内

を
散
策
、
「
来
年
ま
た
元
気

で
会
い
ま
し
ょ
う
」
を
合
言

葉
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
昭
和
の
と
き
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
の

同
窓
会
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
に
続
け
て
ゆ
き
た
い

と
い
う
の
が
、
皆
ん
な
の
一

致
し
た
思
い
で
し
た
。

　

来
年
の
幹
事
は
中
村
君
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

戸
田　

有
亮

　

高
校
19
期
（
昭
和
42
年
卒
）
７
・
８
・
９

組
の
同
窓
会
が
記
録
的
な
大
雨
の
翌
日
、
7

月
8
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
卒
業
か
ら
足
か
け

52
年
目
と
な
る
同
窓
生
53
名
と
8
組
担
任
の

栗
原
俊
文
先
生
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
正
嗣
幹
事
の
ス
ム
ー
ズ
な
司
会
で
始

ま
り
、
私
、
阪
本
が
幹
事
代
表
で
「
今
年
満

七
十
歳
と
な
っ
て
、
古
希
を
迎
え
る
記
念
す

べ
き
年
に
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
」
と
開

会
の
挨
拶
を
し
、
恩
師
の
栗
原
先
生
も

「
今
年
米
寿
と
な
り
、
み
な
さ
ん
の
若

さ
と
元
気
を
分
け
て
も
ら
う
の
を
楽
し

み
に
来
ま
し
た
」
と
力
強
く
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
後
、
今
回
、
遠
方
の
埼

玉
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
福
田
雅
彰
君
の
乾
杯

で
会
場
が
一
気
に
湧
き
、
に
ぎ
や
か
な
歓
談

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
況
を
報
告
し
合
う
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
53

名
全
員
が
七
十
年
の
人
生
や
高
校
の
思
い
出

を
熱
く
語
り
、
皆
耳
を
傾
け
聞
き
入
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
隣
の
会
場
で
二
次
会
、
余
興
が
始

ま
り
、
岩
本
の
り
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で

は
す
ば
ら
し
い
音
を
聞
か
せ
て
く
れ
、
曽
根

良
雄
君
の
ウ
ク
レ
レ
演
奏
は
明
る
く
楽
し
い

メ
ロ
デ
ィ
で
心
が
な
ご
み
ま
し
た
。
そ
し

て
「
古
希
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
幹
事
の
坂

井
佐
知
子
さ
ん
と
山
中
三
恵
子
さ
ん
が
秘
か

に
習
っ
た
歌
と
、
境
久
君
の
ギ
タ
ー
、
法
眼

貞
子
さ
ん
の
ダ
ン
ス
に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ

シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
皆
も
手
拍
子
で
応
援
、

一
気
に
盛
り
上
が
り
、
感
動
す
る
な
か
終
了

し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
が
、
元
気

な
同
級
生
に
元
気
を

も
ら
っ
て
お
互
い
が

満
足
し
た
様
子
で
し

た
。

　

次
回
は
２
０
２
０

年
に
開
催
、
幹
事
さ

ん
も
決
ま
り
、
二
年

後
を
楽
し
み
に
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

阪
本　

享
三

高６期

高19期

高
六
期
関
東
耐
久
同
期
会
の
開
催

「
古
希
」
記
念
の
同
窓
会

讃えよ耐久　われらが母校

古希記念　高19期同窓生

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役
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こ
ん
に
ち
は
！　

耐
久
高
校
吹
奏

楽
部
で
す
。

　

現
在
の
部
員
は
、
3
年
生
11
名
、

2
年
生
15
名
、
1
年
生
6
名
の
計
32

名
で
す
。
今
年
の
新
入
部
員
は
前
年

に
比
べ
、
大
幅
に
人
数
が
減
っ
て
し

ま
い
楽
器
選
び
や
編
成
に
悩
み
ま
し

た
が
、
1
年
生
の
頑
張
り
や
2
年
生

3
年
生
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
、
活
動
で
き

て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
の
活
動
内
容
は
、
校
内
の
活

動
と
し
て
、
文
化
祭
、
硬
式
野
球
部
の
応

援
、
図
書
館
で
行
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
文
化

祭
で
は
、
中
庭
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、

最
終
日
の
舞
台
発
表
で
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
校
外
の
活
動
と
し
て
、
こ
の
1
年

間
で
最
大
の
大
会
で
あ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
、
そ
し
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
や
高
校
総
合
文
化
祭
、
定
期
演
奏
会
、

地
域
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
演
奏
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
編

成
部
門
に
部
員
全
員
で
出
場
し
ま
す
。
大

き
な
目
標
で
あ
る
金
賞
を
取
る
た
め
に
、

毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
か
ら

は
週
に
1
回
、
外
部
の
先
生
を
お
招
き
し
、

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
今
ま

で
以
上
に
一
人
ひ
と
り
の
技
術
が
向
上
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

ま
だ
未
完
成
な
部
分
は
多
々
あ
る
の
で
、

暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
日
ご
ろ
の
鍛
錬

は
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
ク
ラ
ブ
の
音
色
に
耳
を

傾
け
、
応
援
や
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
方
の
心
に
残
る
演
奏
に
な
り
ま
す
よ
う

に
部
員
一
同
前
進
し
続
け
ま
す
。

顧
問　

青
木　

涼

　

関
東
・
甲
信
地
方
で
は
6
月
29
日
、
観
測
史

上
最
も
早
い
梅
雨
明
け
、
7
月
23
日
、
埼
玉
県

熊
谷
市
で
41
・
1
度
の
日
本
最
高
気
温
、
8
月

に
は
、
西
日
本
豪
雨
、
初
め
て
と
な
る
5
日
連

続
の
台
風
発
生
、
命
に
危
険
が
及
ぶ
猛
暑
等
々
、

今
年
も
異
例
づ
く
め
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
号
か
ら
、
我
が
母
校
の
開
学
に
尽

力
し
た
三
翁
の
一
人
「
濱
口
梧
陵
翁
」
の
生
誕

二
〇
〇
年
を
記
念
し
た
「
特
集
記
事
」
を
シ
リ

ー
ズ
化
し
、
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
垣
内　

貞

先
生
に
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
全
世
界
に
知
れ
渡
る

こ
と
に
な
っ
た
「
ハ
マ
グ
チ
」
と
「
ツ
ナ
ミ
」

の
日
本
語
、
翁
の
偉
業
の
数
々
、
改
め
て
そ
の

偉
大
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
春
、
赴
任
さ
れ
た
川
久
保
教
頭
、

玉
置
事
務
長
の
お
二
方
に
は
、「
耐
久
リ
バ
ー

ス
」
の
充
実
・
推
進
へ
の
決
意
を
表
明
い
た
だ

き
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
関
東
・
関
西
・
有
田
耐
久
会

の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
活
動
報
告
や
旧
交
を
温
め

た
各
期
の
同
窓
会
。「
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
」
予

選
で
の
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
。
吹
奏
楽
部
の
活
動
の
様

子
。
心
和
む
「
俳
壇
」「
歌
壇
」
等
々
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
編
集
し
て
い
ま
す
。
ど
う

か
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
稿
い
た
だ
い
た
皆
様
方
や
賛
助
広

告
等
で
い
つ
も
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

山　

際　

ヒ　

ロ
（
高
女
26
期
）

・
子
ら
去
り
し
あ
と
も
ブ
ラ
ン
コ
揺
れ
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　

春
の
嵐
が
い
ま
遊
び
い
る

・
豊
漁
の
う
わ
さ
に
訪
へ
ば
釜
揚
げ
の

　
　
　
　
　
　

し
ら
す
「
つ
」
の
字
に
春
の
匂
ひ
す

𦚰　

中　

佐
智
子

（
高
10
期
）

・
茄
子
漬
の
色
鮮
や
か
に
食
そ
そ
る

生　

馬　

三
紗
子

（
高
18
期
）

・
緑
蔭
や
巨
石
の
史
話
に
聞
き
入
り
ぬ

山　

髙　

登
紀
子

（
高
18
期
）

『
編
集
後
記
』

　

夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
は
、
見
る
人
を
魅

了
し
感
動
さ
せ
ま
す
。
有
田
地
方
で
は
、
大

小
10
か
所
の
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
花
火
と
い
え
ば
、
古
く
は
江
戸
初
期
の

両
国
の
「
玉
屋
〜
鍵
屋
〜
」
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
た
か
だ

か
20
発
。
後
期
に
な
る
と
１
０
０
発
ぐ
ら
い

で
、
打
ち
上
げ
の
高
さ
は
30
〜
50
ｍ
く
ら

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
花
火
技

術
は
年
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。
花
火
の

肝
は
職
人
さ
ん
が
手
作
業
で
、
花
火
の

大
き
さ
・
形
・
色
・
柄
を
決
め
る
種
々

の
火
薬
を
詰
め
込
ん
で
つ
く
る
「
花

火
玉
」
で
す
。
様
々
な
サ
イ
ズ
が
あ

り
、
尺
玉
と
も
な
る
と
３
０
０
m
ま
で
上
が

り
３
０
０
m
の
輪
を
開
花
さ
せ
ま
す
。
打
ち

上
げ
は
、
専
用
の
筒
か
ら
発
射
さ
せ
空
中
で

爆
発
さ
せ
ま
す
。
遠
隔
操
作
に
よ
る
電
気
点

火
が
主
流
で
す
。
数
十
発
か
ら
数
百
発
の
玉

を
職
人
が
連
続
し
て
打
つ
「
ス
タ
ー
マ
イ
ン
」

は
花
火
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
数
分
間

の
光
の
競
演
と
な
り
ま
す
。
さ
て
さ
て
、
次

に
は
ど
ん
な
新
型
が
出
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
高
19
期
同
窓
会
様

・
高
38
期
同
窓
会
様

絆 絆 
吹
奏
楽
部
の
巻

部活OB・OGたちの 
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